
第１４号 
2015年11月 

■発行元：㈱丸幸  

TEL： 047-443-0903 
FAX：047-446-5427 

http://www.marukoh.com/ 

謹啓 時下ますますご清祥のこととお慶び申し上げます 
平素は格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 
この度、10月1日より統括部長に就任致しました、「渡邉俊
介」と申します。 
今後につきましては、営業部をはじめ、業務部、経理部の連
携の強化を図り、皆様にご満足いただけるサービスを提供でき
るよう今まで以上に誠実に努力して参ります。 
弊社へのご要望、ご指摘等ございましたら、私まで何なりとお
申し付け下さい。必ず、ご期待にお応え致します！！ 
皆様にご教授いただくこと、不慣れな部分多々ございますが、
お力添えを頂ければ幸甚です。 
 
今回のまるこう通信は先日、導入致しましたドライブレコーダー
のキックオフミーティングにピックアップしております。本機の導入
により燃費向上によるCO2の削減、GPS機能による回収ス
ピードの向上、また事故防止等に期待ができますので、是非、
ご覧になってみて下さい。 
 
 
 

８月 食品リサイクルを身近に感じる大試食会を開催！！ 
 弊社では以前より食品リサイクル・循環の輪（リサイクルループ）の提案を積極的に行わせ
ていただいております。今回の取組みは、リサイクルの最終工程を自ら体験することで、より当
事者意識を持ち業務に当たることを意図し、開催いたしました。当日、国内におけるリキッド
フィーディング（液体飼料）のパイオニアとして活躍してる協力会社様に豚肉をご提供して頂
き、全社員で食べさせて頂きました。今まで回収業務だけに専念していた弊社ですが、今回
の体験を通し、改めて食の大切さと食品リサイクルフローの重要さを感じることが出来ました。
今後もリサイクル向上のため、弊社も尽力してまいりますので、どうぞ宜しく御願い致します！ 
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９月２５日(金)、ドライバーを対象にドライブレコー
ダー・デジタルタコグラフ設置にあたる説明・勉強会が実
施されました。 
先ず渡邉社長より車両への本機設置の目的と目標に
ついてお話がありました。『365日無事故！』を冒頭に、
①事故件数の減少②燃費の削減③重大事故・クレー
ムゼロ④安心に仕事を行う。と、大きく４つの目標と目
的が発表されました。 

今回の勉強会は、丸幸ドライバーが日々の運転を数字として見直す良いきっかけとなりました。言葉
だけの『安全運転六誌の誓い』ではなく、目に見える安全を。 
丸幸社員一同、お客様にお約束致します。 
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本機の設置に伴い、更なるセイフティ＆エコドライブを実現
致します。従来の機能に加え、バック信号や燃料消費量
情報、走行時の映像・音声の情報を全て一元管理万す
ることを可能に致しました。万が一の事故の際も状況を録
画することが可能となり、意見の相違を防ぎます。 
また、各ドライバーの“運転時のクセ”を分析し、危険運転
の改善に繋げるます。本機が設置されたことにより日々の
運転が改善され、燃費向上も期待されます。CO2の削
減は環境への配慮に繋がり、丸幸にとっての大きな目標
の1つです。 
安全とは、決して自分自身の注意や運転技術だけでは
成せないものです。お客様の一番近い窓口でもあります
丸幸ドライバーは、日々行っている安全運転への意識と
技術に加え、数字での評価の中で仕事を行います。 選
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こんにちは！第１４回まるこう通信の編集長を務めさせていただきました、営業部の福島政則と
申します。日中の寒暖差があるため体調を崩さないようにしてください。今回のまるこう通信では。
食品リサイクル法の改正やドライブレコーダー導入記事など盛り沢山です！是非ご覧ください！ 

お気軽にご相談ください！ 

資 源 相 場 

古紙 

平成2７年10月１5日付日本経済新聞  より 

新  聞：9円（／㎏） 
雑  誌：7円（／㎏） 
段ボール：9円（／㎏） 

ＰＥＴボトル 
201５年も原油価格の下落傾向のため、
昨年よりＰＥＴボトル、フィルム関係、
硬質のプラスチック類等全て取引価格が
３０％～４０％下落です。今後も継続的
に下落するものと思われます。 

【質問】 
 
専ら物とは何か？ 
 
 

【回答】 
 専ら物を処理する場合に専ら物は廃棄物ではないと誤解されることがありますが、 専ら物とは 
正しくは「専ら再生利用の目的となる産業廃棄物（一般廃棄物）」つまり廃棄物です。 
専ら物は具体的には【古紙・くず鉄・空きビン類・古繊維】を示します。産業廃棄物である専ら物を 
排出し、他社に委託した場合には産業廃棄物の処理委託となりますので、契約書の締結・マニフ 
ェストの運用が必要になります。 

 産廃知識  黒帯への道“産廃道場” 
Vol.4 

専ら物の処理だからと言って処理委託契約書 

もマニフェストの交付も全て不要になるってわけ
ではないんだね。また、一つ勉強できた！ 

社員紹介 
 

菅原・長谷川・柚木 

高橋 

名前： 柚木 優佳  
所属： 白井業務部  
年齢： 44歳 
血液型： Ａ型 
特技： 寝ること 
趣味： バレーボール 
自己PR： 
明朗快活をモットーに頑張りま
す！ 
 

 
 
名前： 菅原 徹也 
所属： 産業廃棄物事業部 
年齢： 23歳 
血液型： Ｂ型 
特技： 野球          
趣味： 旅行(沖縄好きです！) 
自己PR： 
6月に結婚し新婚ホヤホヤです！ 
公私共に充実した生活ができるよ
う、安全運転で頑張ります！ 
 
   

 
 
 
名前： 長谷川 浩司 
所属： 白井業務部          
年齢： 37歳   
血液型： ＡＢ型   
特技： 麻雀・ビリヤード  
趣味： ゴルフ 
自己PR： 
入社間もないですが、精一杯勉強
し、会社の即戦力になれるよう頑
張ります！ 
  

 
 

社 員 紹 介 

９月吉日、エコ・ファクトリー神々廻の森の太陽光発電パネルがパワーアップい
たしました。兼ねてより太陽光パネルによる発電を行っておりましたが、この度従
来のおおよそ４倍の面積に増設し、発電力も４９．５ｋｗから約２１０ｋｗとなり、千
葉栄工場の太陽光発電１５０ｋｗと合わせるとおおよそ４１０ｋｗとなりました。まだ
まだ進化を続けるエコ・ファクトリー神々廻の森を、これからもどうぞ宜しくお願い
致します。 

 

工場全体図 工場太陽光増設分 千葉栄工場太陽光 

 業種別で食品廃棄物等のリサイクル率目標値が再設定されました。平成31年までに食品
製造業（85→95%）、食品卸売業（70%維持）、食品小売業（45→55%）、外食産業
（40→50%）にリサイクル率の目標値が上方修正されました（左の数字は修正前の値）。] 

 食品廃棄物等のリサイクル方法の優先順位が明確化されました。①飼料化、②肥料化、

③飼料化及び肥料化以外の再生利用（メタン化等）、④熱回収、⑤減量の順となります。飼
料化及び肥料化以外の再生利用の例としては、炭化による燃料・還元材、廃食用油のバ
イオディーゼル燃料、メタン化による発電が挙げられています。]] 

新たに５業種に発生抑制に関する目標値が設定されました。①その他の畜産食料品製造
業、②食酢製造業、③菓子製造業、④清涼飲料製造業（残渣が出るものに限る）、⑤給食
事業が新たに追加され、それぞれに発生抑制の目標値が設定されています。] 

丸幸では、飼料化と堆肥化それぞれに特化した処理場への運搬を行ってお
ります。お客様のリサイクル率を上げるお手伝いをさせて頂き、お客様と共
に循環型社会づくりに貢献してまいります！！ 


